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下がるには、１万年どころか約 10 万年もかかるとされる。(6) 
 
 フィンランドで建設中の放射性廃棄物処理施設「オンカロ」のドキュメンタリー映画が
2010 年に公開され、世界的に高い評価を得た。短縮版が NHK で放送されたのは、くしく







 そこで想定されているのは 10 万年という時間軸である。廃棄物の放射能が人間や他の
生物に害を及ぼさないレベルに下がるまで確実に閉じ込める。そのためには廃棄物を埋め
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     図３ 






























































































でいるとすれば、それをうまく見つけることが 22 世紀を考える手掛かりになる。 
 人間はいつの時代も人間に共感を覚えるはずである。 
（文中、敬称略） 
                                                  
(1) 東京電力の「廃炉プロジェクト」のホームページによると、現在は中長期ロードマップ
の第 2 期に当たるが、解け落ちた核燃料の取り出しは工法の検討をしている段階だ。 

















(6) 楠戸伊緒里「放射性廃棄物の憂鬱」祥伝社新書、2012 年、60−101 頁参照。 
(7) 映画は DVD で見ることができる。本編 79 分。税込み 3990 円。アップリンクが発売。 






2015 年から政府主導に転換し、国が国内の「科学的有望地」を提示することが同年 5 月、
閣議決定された（首相官邸 HP 参照）。自治体の動きでは、高知県東洋町が 2006 年、文献
調査に応募したが、翌年の町長選で反対派が当選し取り下げたことがある。 
(9) Thomas A. Sebeok -Communication Measures to Bridge Ten Millennia(April 1984) 
(10) 名和小太郎「１万年後に伝える」2012 年 4 月 5 日、「科学技術情報発信・流通総合シ
ステム」(J-STAGE)の HP で公開。 
(11) 米国の進化生物学者ジャレド・ダイヤモンドは、氷河期が終わって以降の 1 万 3000
年の人類史を著書「銃・病原菌・鉄」（草思社、上下巻、2001 年）にまとめた。人類は１
万 3000 年ほどの間に文字や金属製の道具を発明し、産業を発達させた。そう考えると、




                                                                                                                                                  





(13) アラン・ワイズマン「人類が消えた世界」、早川書房、2008 年、304−321 頁参照。 
(14)“Permanent Markers Implementation Plan” August 19, 2004, United States 
Department of Energy Waste Isolation Pilot Plant 
(15) このシンボルを選定するに当たって、IAEA は米世論調査会社ギャラップの研究所に
よる調査を世界 11 カ国で行い、男女、年齢層、教育レベルの異なる人々を対象に、「危険、
近寄るな」の意味が伝わるかどうか、反応を確かめたと説明する。 “New Symbol Launched 
to Warn Public About Radiation Dangers” 15 February 2007. IAEA は商用目的以外の
使用を認めている（Measures to strengthen international cooperation in nuclear, 
radiation and transport safety and waste management） 
(16) ムンクの著作権は 2015 年で消失し、「叫び」のイメージは著作権フリーとなった。 
(17) 「想起のかたち 記憶アートの歴史意識」15−22 頁 
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